
厚生労働行政推進調査事業費補助金（医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス総合研究事

業）

分 担 研 究 報 告 書

分担研究課題 グレーゾーンの植物体に関する研究

分担研究者 国立医薬品食品衛生研究所生薬部 室長 丸山卓郎

遺伝子情報による「紅豆杉」製品の基原植物の同定について

研究要旨 健康食品市場に流通する紅豆杉製品の基原植物を同定するため，同製品及

び Taxus 属植物試料について，葉緑体 DNA の trnS-trnQ IGS 領域の塩基配列解析を行

い，同製品の基原植物を Taxus wallichiana var. wallichiana と同定した． 

A. 目的

コウトウスギは，中国に分布するイチイ科イ

チイ属植物，Taxus wallichiana であり，原変種で

ある var. wallichiana の他，var. mairei 及び var.

chinensis の 3 変種が存在し，ぞれぞれ，須弥紅

豆杉，南方紅豆杉，紅豆杉と呼称される 1)．コウ

トウスギも含めて，Taxus 属植物の多くには，抗

腫瘍活性物質であるpaclitaxel (PTX) をはじめタ

キサン型ジテルペンアルカロイドが含まれてい

る．PTX は，細胞分裂における微小管の脱重合

を阻害することにより細胞死を誘導するため，

正常細胞に比べて細胞分裂が活発な腫瘍細胞を

優先して細胞死させることにより，腫瘍に対す

る治療効果を発揮する．その作用メカニズムか

ら予想される通り，毒性も強いことから，薬機法

で毒薬に定められている．コウトウスギの食薬

区分上の扱いは，「ハクトウスギ」の項に，「ウン

ナンコウトウスギ」の別名で掲載されており，

PTX 含量が高い葉及び樹皮が「専ら医薬品とし

て使用される成分本質（原材料）」に，心材が「医

薬品的効能効果を標榜しない限り医薬品とは判

断しない成分本質（原材料）」に区分されている
2)． 

我々は昨年度，「紅豆杉」と称する健康食品製

品の内部形態観察により，当該製品は，Taxus 属

植物の心材からなり，「専ら医薬品」相当である

樹皮や葉の混入は含まれていないことを確認し

た 3)．同製品の安全性評価のため，今年度は，同

製品に使用されている Taxus 属植物の遺伝子鑑

別と PTX 含量の定量を行なった．ここでは，こ

のうち，遺伝子鑑別について報告する．

上述の通り，Taxus wallichiana には，3 種の変

種が存在するが，Taxus 属植物の遺伝子鑑別につ

いては，Hao らにより，葉緑体 DNA の trnS-trnQ 

IGS 領域の塩基配列が，上記の変種も含め，Taxus

属植物の分類に有用であることが示されている
4)．このため，本研究では，同領域の塩基配列解

析を行った．

なお，食薬区分リストにおいて，コウトウス

ギの正名とされているハクトウスギは，かつて

Taxus 属に分類されていたが，現在は，

Pseudotaxus 属に再分類され，Pseudotaxus chienii

とされている．元来，ハクトウスギとコウトウス

ギは別植物であるが，現在では，属レベルで異な

る植物であることから，ハクトウスギとコウト

ウスギを同一品目として収載するのは不適切で

ある．

B. 研究方法

1. 実験材料

本研究で使用された試料を Table 1 に示した．

1, 2 は，上海に所在する益大本草園より譲り受
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けたもので，記載した学名は，譲渡の際に伝え

られたものである．いずれの試料も，国立衛研

生薬部に保管されている．紅豆杉製品 (Fig. 1) 

は，インターネット上の販売店より購入した．

本品は，昨年度，山路らが内部形態観察に用い

たものと同一ロット，同一包装内の別包品であ

る． 

 

2. 実験方法 

各試料を液体窒素により凍結させた後，

MM-400 (Retsche)により粉砕した．得られた粉

末  20 mg を用い，Maxwell 16 Tissue DNA 

Purification Kit (Promega)によりゲノム DNA を

抽出，精製した． 

このものを鋳型に用いて，葉緑体 DNA の trnS-

trnQ の遺伝子間領域を，PCR により増幅した． 

PCR の温度条件は，以下の通りである．95˚C 10 

min; 95˚C 30 sec, 50˚C 30 sec, 72˚C 45 sec, 50 cycle; 

72˚C 7 min．MinElute PCR Purification Kit (Qiagen) 

により PCR 産物を精製した後，ダイレクトシー

クエンスにより塩基配列を決定した．シークエ

ンスは，Fasmac 社に委託した． 

なお，PCR において，試料 1-3 は 2-3 箇所，

試料 4 は 5 箇所に分けて増幅を行った．PCR に

用いたプライマーの配列を Table 2 に示した． 

塩基配列の整列は，ClustalW により行い，系

統樹は，Kimura の 2 パラメーターモデルによ

り作成した距離行列に基づき，NJ 法により構築

した． 

 

C. 研究結果 

全試料の塩基配列のアライメントをFig. 2に

示した．中国の植物園より譲り受けた 2 つの標

本 (試料 1, 2) は，どちらも同一の配列を示し，

全長 1684 bp であった．一方，イチイ T. cuspidata

は，全長 1682 bp, 紅豆杉製品は，1687 bp であ

った．特に，スペーサー領域の後半部 (1000 bp

以降 in Fig. 2) に，塩基の挿入／欠失が多く認

められた． 

それぞれの配列に対して blast search program

による相同性検索を行った結果，試料 1, 2 の配

列は，Hao らが T. wallichiana var. mairei の配列

として登録しているもの (Acc. no.: EU107159) 

と一致したほか，その他の T. wallichiana var. 

mairei のものとして登録されている 7 つの配列

と 99.7%以上の相同性を示した．一方，試料 3

の配列は，Hao ら，Wu らが T. cuspidata の配列

として登録しているもの (Acc. nos.: DQ888591, 

MH463443) と完全に一致し，さらに，その他の

T. cuspidata の配列 5 種と 99.76%以上の相同性

を示した．紅豆杉製品の配列は，Hao らが T. 

wallichiana の配列として登録しているもの 

(Acc. no.: EU107147) と完全に一致し，その他の

T. wallichiana (var. wallichiana) の配列 5 種と

99.82%以上の相同性を示した． 

 

D. 考察 

本研究で明らかにした Taxus 属植物の trnS-

trnQ IGS 配列に，Hao らが，国際塩基配列デー

タベース  (DDBJ/EMBL/GenBank; INSD) に登

録している Taxus 属植物の配列を加えて作成し

た系統樹を Fig. 3に示した．試料 1, 2の配列は，

それぞれ，データベース上の T. wallichiana var. 

mairei からなるクラスターに配置された．同様

に，紅豆杉製品の配列も，T. wallichiana var. 

wallichiana の配列からなるクラスターに配置さ

れた． 

以上のことから，試料 2 は，T. media として

18



譲渡されたが，試料 1 と同じ，T. wallichiana var. 

mairei (南方紅豆杉) であった．また，今回，解

析に用いた紅豆杉製品の基原植物は，相同性検

索の結果からも予想された通り，T. wallichiana 

var. wallichiana であると同定された． 

今回の研究に際し，T. wallichiana var. mairei

を提供いただいた益大本草園は，中国国内で紅

豆杉を栽培している薬用酒メーカーであり，同

社によれば，紅豆杉の原料には，3 種あるとの

ことであった．おそらく，T. wallichiana の 3 変

種であると予想される．同種は，中国分布種で

あり，日本国内には存在しないことから，今回

の T. wallichiana var. wallichiana 以外の 2 変種も

流通する可能性があるものと思われる． 

 

E. 結論 

健康食品市場に流通する紅豆杉製品の基原植

物を同定するため，同製品及び Taxus 属植物試

料について，葉緑体 DNA の trnS-trnQ IGS 領域

の塩基配列解析を行い，同製品の基原植物を

Taxus wallichiana var. wallichiana と同定した． 
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Table 1 Details of authentic Taxus plants used in this study. 

 

 

Table 2 Primer sequences used in this study. 

 

 

       

Fig. 1 紅豆杉製品の包装とティーパック内の植物組織片 
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Fig. 2 TrnQ-trnS IGS sequence alignment of Taxus plants and Taxus walichiana heart wood product 
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Fig. 2 Continued 
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Fig. 3   
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